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食品の安全安心に関し食品産業が対処すべきリスクには、食品に異物や毒物が意図的あるいは非意図的に混入す

るリスク、食品や食品企業に対する消費者の不安・不信などがある。これらに対応する手法として、ハサップ、ト

レーサビリティ、食品表示、食育、広告規制などが導入されているがそれぞれ課題もある。フードチェーンのグロ

ーバル化は食品産業に様々なリスク対応を迫っているが、リスク対応の要締について、過去の食品事故や事件から

学ぶべきことは少なくない。 
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１． はじめに  

近年、食品産業の前提となる自然環境の劣化や、水産資源や作物遺伝子資源の減少に危機感が高まっている。

これは、食品産業の活動基盤を揺るがすリスクとして重要な問題である。しかし、ここではもう少し短期的な視

点から、製品としての食品（医薬品と医薬部外品を除くすべての飲食物）の安心安全を揺るがすリスクに注目し、

その特徴と食品産業の取り組みの概要や課題を紹介したい。 

 

２． 食品産業の３大リスク 

 食品の安全安心について食品産業が直面するリスクには、大きく３つのカテゴリーがあると思われる。  

（１）食品への意図的な異物・毒物の混入 

  第一は、食品の安全性や合法性の観点から、本来、含まれてはならない異物（針、毛髪、行政法違反の添加物・

農薬・抗生物質・遺伝子組み換え作物など）や毒物（病原性のバクテリアやウィルス、重金属など）が意図的に

食品に混入するリスクである。大きな社会問題となった中国産冷凍ギョーザ事件（2008 年）はこの類型といわ

れるが、食品業界が最も警戒しているリスクといえよう。 

（２）食品への非意図的な異物・毒物の混入 

  第二は、前述のような異物や毒物が、非意図的に混入するリスクである。乳児用粉ミルクに工業廃棄物由来の

ヒ素化合物が混入した森永ヒ素ミルク中毒事件（1955 年）のような古典的な食中毒事件から、タコスに飼料用

の遺伝子組み換えトウモロコシが混入したスターリンク事件（2000 年）のような最近の事例まで、その事例は

枚挙にいとまがない。食品業界にとって最も基本的なリスクといえよう。 

（３）食品および食品企業に対する消費者の不安や不信 

  第三は、食品および食品企業に対する消費者の不安や不信という、定量化になじまないリスクである。消費者

の不買運動や世論が企業の命運を左右することは珍しくない。消費者がある食品を選択し購買する動機は、科学

的安全性だけではなく、多様な価値的判断が含まれている。そうした消費者心理を踏まえたリスクコミュニケー

ションが求められている。 
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３． 食品産業におけるリスクへの取り組み 

 以上のようなリスクを前に食品業界には様々な取り組みがある。代表的なものを紹介するがそれぞれ課題もある。 

（１）ハサップ HACCP 

 ハサップ（HACCP）とは、危害分析重点管理方式（Hazard Analysis Critical Control Point）の略称で、米国

航空宇宙局（NASA）の宇宙食開発から生まれた安全管理の手法である。具体的には、食品製造者自身が全製造工程

で微生物汚染が発生しやすいポイント（重要管理点）を特定してリスクを予測し、効果的な予防策と基準を定め、

モニタリング結果を記録する。理論的には食品への異物・毒物混入の防止に寄与する手法といえるが、先駆的にハ

サップを導入した日本の大手乳業メーカーの製品が大規模な食中毒事件を引きおこし（2000年）、ハサップの有効

性に疑問を投げかけた。米国食肉加工業界のハサップは、「コーヒーでも飲んで祈ってろ（Have a Cup of Coffee 

and Pray)」の略ではと皮肉る専門家もいる。 

（２）トレーサビリティ 

 トレーサビリティとは、食品の生産、流通および加工の段階を追跡し情報化するシステムである。日本では BSE

（牛海綿状脳症）の発生を契機に導入され、現在は相当数の加工食品に広がっている。理論的には、問題が発生し

た際の事後対応に有効性があるシステムと考えられている。しかし、実際にその有効性が確認されているかは不明

である。水産物への適用は困難との指摘もある。 

（３）食品表示 

 食品表示とは、原産地表示、原材料表示、食品添加物表示、賞味期限表示、消費期限表示、遺伝子組み換え食品

表示など、食品の品質を保証する情報源である。目に見えない食品製造者と消費者をつなぐ命綱ともいわれる。し

かし、限られたスペースに何をどう表示するかは、様々な矛盾との戦いである。 

（４）食育、広告規制 

 そのほか、日本では食育基本法を背景に食育という活動がある。内容は千差万別だが消費者対応の新形態として

注目できる。また、欧州ではその有効性に批判はあるが、子供向けの食品広告に関する業界の自主規制がある。 

 

４．過去の食品事故に学ぶ 

フードチェーンのグローバル化は、食品企業が対応すべきリスクの具体的な形を変容させている。しかし、リス

ク対応の要締について、食品公害とよばれた過去の重大事件から学ぶべきことは少なくない。最後にその具体例を

示し、食品企業におけるリスク対応の今後の課題を整理してみたい。 
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